
第2章

町  内

この年、他村掛といって荒牧に耕地を持っ

ている人から徴収していた区費を廃止しまし

た。また、この年に荒牧と日輸寺、川端を含

歴代区長、自治会長及び世相

昭和29年度 小 池 利 二

この年の世帝故は

126戸でした。町内に

消章班が編成されてい

て、交誉で消護をして

いたのですが、この年

出BL から市の機械を借りて
実施するようになりました。

納税組合が結成されたのもこの年で、業励

金で区費 (後の自冶会費)″【大変助かったも

のです。このころ運動会は上のう運びなど重

労働の競技があったものです。

この年、広瀬川の西の (現在の中荒牧)耕

地整理も行れました。

また、市への合併にともない村会議員から

野口、鯨井、神日の3氏が市議会議員に入り

ました。

昭和30年度 小 池 鷲 平
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合併から今日まで

世  相

○皇居参資に38万人が押しかけ、二重橋で大

配乱をおこし、死者16人という惨事となっ

た 。

○第五福竜九がアメリカ水爆実験により抜射

能被災し、「水爆マグ,」の恐怖が広がった。

○ヤリリン モ ンローが来日し、そン,一藤

風をまき起こした。

①ヘップ′く―ンスタイルが大流行した。

○パチンヤの最盛期となった。

07月 、保安隊が自衛隊と改称され、吉国首

相は 「戦力なき軍隊Jと 説明した。

○この年「高原列車は行く」、「お宮さん」、「岸

壁の母」などの流行歓かヒットした。

○映画は24の瞳、女の園、などがヒットした。

○ツユーが トランシスターラシオを発売し

,こ。

Oテ レビ、洗濯機、 こキサー、電気ヨタツ等



めて前橋90本と呼ぶこ

とになりました。

婦人会の記録にも出

てきますが、婦人会主

催で指E指 事などが行

れています。

さらに、この年に合併後初の市議会議員選

挙があり、鯨井好一氏が当選してお ります。

昭和31年度 養田隆次郎

昭和31年。前橘に合

併して 3年 日、合併に

反対を称えて来た私だ

けに地域差への意識は

強かったろう。或る先

輩は言った。例へば荒

牧町が千円納税したら、市より二十円持って

来いと。東の言葉に強く感銘し悩裡を離れな

かった。当時は自治会長を区長と言った。な

お町単位でなく、荒牧、日輪寺、川端、各町

を合わせて第90区と称し荒牧がその代表で

あった。時に世帯数153戸、組長12名と覚え

ている。そして常使と言って番板が廻り当番

の者は毎朝区長宅を訪れ区の業務を伝達し

た。この年は規約の改正があり (区長は前年

度の副が銃任する)と 言う今の規約になった

のだ。文市民運動会のツレーに各区長がたっ

たのが忘れられない、当時の区長は、体協長

であり、PTAの 町代表でもあった様だ。何

処を見ても砂利道ばかり、道路に砂利を取く
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が急速に普及し、家庭電化時代が始まった。

○初のアルミ貨弊が発行になった。

○ヤンポスタイル ポ ,シ ャッ等の"R受か流

行した。

①テレピが衆議院選挙の開票速報を初めて放

映した。

04月 メヵが各地で起きた。例えば 「鳩山首

相が自宅で卒倒した…Jな ど。

○女性語で 「最低ネ」というのが流行した。

○ 「ガード下の靴みがき」が流行した。

○嶋山首相が参議院本会議で 「軍備を持たな

い現行憲法には反対であるJ旨 の発言をし

てFn5題となった。

○衆参両院で 「原水繰挙止を国連と関係各ロ

に要望する決議案Jを 高r決した。

○松本全権、マリク全権とによって行れてい

た日ツ交渉は領土問題でゆきづまり、無期

休会となってしまった。

ン連政府は直ちに 「北洋漁を制lRする」と

発表した。このため、鳩山首相は病身をお

して日ツ交渉再開のためモスクワ入りし

た。そして、「国交回復に関する共同宮=」

と通商航海に関する議定書の調印は行れた

が、領主問題は解決には至らないまま、今

日に至っている。

①この年の経済白書に「もはや戦後ではない」

と記載されたため、これが流行語となった。

○著者の間に太陽族という風俗が生まれ、く快

太郎刈り〉か流行した。

○全国的に映画館の新築ブームとなった。



のを最も誇ウとした時代であった。次に水道

局にと人センターの西の松林が売却されたの

だった。坪1,050円である。

昭和32年度 関 日正 夫

この頃の区長は市か

ら来た書類を組毎に別

けて、帯使いという当

番に配ってもらうので

すが、その作業は座敦

一ばいに音額を拡げて

昭和33年度 山 田 定 治

やるので大変でした。また、常使い当番の人

は朝8時 までに区長の家へ来て、書類を持っ

てra長廻りをするのですが、半日もかかる人、

何もなくてすぐ帰れる人とまるで宝タラのよ

うに当りはすれがあったものです。

この年、農青連 (農村青壮年蓮盟)主 催で

旧公民館で南、農産物を、神社で牛、栖羊、

山羊、馬の品評会が行われました。このころ

は麦種の消毒も農青連で実施していました。

そのころの区費は固定資産税割、市民税割

見立て割などで各戸の区費を算出して払って

もらうのですが、見立て割には不公平がある

との意見もあり、大変な作業でした。戸数が

少なかったからできたようなものの、現在の

ような大世帯では不可能だったと思います。

この年に上水道の工率が始まりました。そ

の当時の東荒牧 (国道東)は 世帯数が9戸 し

かなく、費用の面でも大変だったようです。
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○相馬が原で薬キョーひろいをしていた農編

が米兵ララードに射殺された。前橋地裁で

は役3年の判決を下したが、ジラードはア

メリカヘ向けて離日した。

○石橋湛山内閣が退障し岸信介内閣が成立し

よと。

O東 京の立川基地を砂川町まで拡張すること

から反対運動が起き、砂川事件となった。

このときから「全学連」の学生闘争が始まっ

た。

この当時 (昭和30年現在)ア メリカ軍基

地は全国657ヵ所、4億 1千万年あったと

いわれる。

○茨城県東海村の原子力研究所の原子炉の運

転が開始された。

○このとし 「よろめき」という言葉が流行し

た 。

○この年の流行歌では r暮びも悲しみも幾歳

月」、「東京の′くスガール」、「チャンチキお

けさ」、「鋪びたナイフ」などがとットした。

○管察官職務執行法改正案が突然国会に提案

された。

○この年、1万円札が発行になづた。



また、このころの子

は■長は区長がやって

おり 子 |★達を隼めて

出〔を‖をや り、医長が

弁上をしたものです.

昭和34年度 都 九 健 男

日1年に続いて L六道

の工事が行れ、完成し

ました。この年、十■

神社の改修があ り、寄

付が15,000円米て、割

り当てるのに古労 した

ものです。また、この年は子供向けの祇芝居

を数回実妊しました。

この当時の主査阜家は66■で、主としてtL

宣拠常iへ前を売っていたのですが、あちこち

へ切,■ りする方もあ り、これを防止するた

めに22所かまとまって二十姉翠ネヘ売ること

になりました,こ の年の市議会議員逆挙で鯨

十ヤー氏が再び当だしました.

昭和35年度 関日金次郎

荒牧山1現れの回地|

を,1働生時の中にあっ

た日本労働者任セ協資

拝与県■年に売りたす

ことになり、ウ伸びが

あると損をするので実
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●皇太子と去智子さんのも約が発表になっ

十二.

●売春防止=が 並イ十になった。

●この年のれ行政でヒットしたもの 「有楽町

で造t ましょう」、「生は何でも★Uってヽヽ

るJ、「だから言ったじゃないのJ

峡画 「指ば師考J、「店L砦 の 3車 人J

● 1月にNHK教 有、2月に日本教育、3月

にフジとテレビ局が相次いで開局した。

●この年、・がめついJとい,言装がはやった.

●市行丑は 「京'ナ イトクラブJ、「高国土仕

を後にしてJ、「黒いたびらJな どがはやっ

ナとぃ

●皇太 Fの結婚によリミッチーブームが起き

た .

●民社クラブが結成され、翌年民社党となっ

,こ.

t)東京地裁で砂|ゴ 件について 「アメリカ軍

の駐留は言とに違反するJと いう、いわゆ

るl■と十Jたが示された.

● 日本相互協力および安全保障条約 1新安供

条約|を めぐり 「60年安保南争Jと いう反

対間争が行れた。

●三十鉱山が6‐000人の希望退職による再建

女十後に4‐580人|を示し、三池争議が始まっ

r



■ した ところj堂に 1反 十 く)ウ |にかったのて
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